
A
依
存
財
源

69.1%

B
自
主
財
源

30.9%

❶地方交付税　
26.6％
56 億 5,000 万円

❷国庫支出金
17.5％
37 億361
万円

❹市債　6.8%
14 億3,760 万円

❸県支出金   14.6%
30 億 9,628 万円❺地方譲与税ほか  

3.6%
7億6,274 万円

その他　0.4%
8,790 万円

❽繰入金　2.5%
5 億3,002 万円

❻諸収入   0.7%
1 億4,459 万円

❼分担金及び負担金
1.5%

3 億 2,891 万円

❾使用料及び手数料
2.8%

5 億 9,048 万円

❿市税　23.0％
48 億 6,782 万円

歳　入
212億円

歳　出
212億円

※ 1 万円未満切り捨て

 

た
ば
こ
税
の
減
収
な
ど
に
よ
り
、
市
税
の

減
収
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
地
方
交
付
税

は
こ
れ
ま
で
の
実
交
付
額
な
ど
を
基
準
に

本
市
の
独
自
の
要
因
な
ど
も
考
慮
し
て
、

5
千
万
円
の
増
額
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
国
庫
支
出
金
は
臨
時
福
祉
給
付
金
及
び

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
の
事
業
費

や
万
田
坑
周
辺
地
域
の
史
跡
追
加
の
た
め

の
用
地
取
得
費
な
ど
の
増
額
を
見
込
ん
で

い
ま
す
。
県
支
出
金
は
補
助
事
業
な
ど
の

増
額
を
見
込
み
、
繰
入
金
は
財
源
不
足
を

補
う
た
め
、
財
政
調
整
基
金
※
の
取
り
崩
し

に
よ
る
増
額
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
　
　

　
諸
収
入
は
産
炭
セ
ン
タ
ー
助
成
金
な
ど

の
減
額
、
市
債
は
防
災
施
設
整
備
事
業
債

な
ど
の
増
額
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

歳
入
の
要
点

歳
出
の
要
点

子
ど
も
を
育
て
る
環
境
の
魅
力
向
上
・

高
齢
者
の
健
康
を
支
え
る
環
境
づ
く
り
・

地
域
資
源
を
生
か
し
た
交
流
促
進
に
よ
る

活
性
化
な
ど
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り

の
た
め
の
事
業
に
重
点
配
分
し
ま
し
た
。

増
額
部
分
は
、
介
護
・
訓
練
等
・
障
害

児
通
所
給
付
費
支
援
事
業
費
な
ど
の
扶
助

費
や
、
臨
時
福
祉
給
付
金
及
び
子
育
て
世

帯
臨
時
特
例
給
付
金
事
業
費
な
ど
の
補
助

費
。
競
馬
場
跡
地
に
お
け
る
厩
舎
解
体
及

び
造
成
工
事
費
な
ど
の
普
通
建
設
事
業
費

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

物
件
費
は
全
体
で
は
増
額
と
な
っ
て
い

ま
す
。
内
訳
と
し
て
、
競
馬
場
跡
地
活
用

の
た
め
の
土
地
区
画
整
理
調
査
事
業
費
な

ど
は
増
額
で
す
が
、
緊
急
雇
用
創
出
基
金

事
業
費
な
ど
は
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

減
額
部
分
は
、
職
員
数
の
減
な
ど
に
よ

る
人
件
費
で
す
。

❶地方交付税…地方自治体間の財政力の
不均衡を是正するため、国税の一部を
一定の基準で国が分配するもの

❷❸国庫（県）支出金…特定の事業を行う
ために、国や県から交付されるお金

❹市債…大きな事業を行うときに国や銀
行から借り入れるお金

❺地方譲与税…地方揮発油税・自動車重
量税などの国税を一定の基準で国が分
配するもの

❻諸収入…貸付金元利収入や受託事業収
入など

❼分担金及び負担金…保育事業など特定
の事業に充てるため、その事業で利益
を受ける人から徴収するお金

❽繰入金…基金（市の貯金）などから繰
り入れるお金

❾使用料及び手数料…施設の使用料や住
民票など証明書の交付にかかる手数料
など

❿市税…市民税・固定資産税・軽自動車税・
市たばこ税・入湯税など、市の財政上
最も重要な財源

一般会計歳入予算

212 億円
［ 前年比　19 億 2 千万円（10％）の増 ］

A依存財源…国や県によって額が決められ、交付されたり
割り当てられるお金

B自主財源…市が自主的に収入にすることができるお金
※
自
治
体
が
計
画
的
な
財
政
運
営
を
行
う
た

め
の
貯
金
。
財
源
に
余
裕
が
あ
る
と
き
に

積
み
立
て
、
不
足
す
る
と
取
り
崩
し
ま
す
。

❶民生費　42.7%
90 億4,568 万円

❷衛生費　12.4%
26 億3,086 万円❸総務費　11.5%

24 億 3,457 万円

❺公債費　7.8%
16 億5,842 万円

❼教育費　5.2%
10 億 9,111 万円

❻土木費　5.9%
12 億5,838 万円

❽消防費　2.9%
6億1,182 万円 ❿商工費　1.1%

2 億3,485 万円

❹農林水産業費
　9.1%

19 億 3,148 万円

❾議会費　1.1%
2億3,895 万円

⓫その他　0.3%
6,383 万円

※ 1 万円未満切り捨て

一般会計歳出予算

平成26 年度 　当初予算

平成26年度当初予算

❶民生費…市民の社会生活を保障するた
めの経費。保健・福祉分野に使います。

❷衛生費…市民の健康で衛生的な生活環
境を保持するための費用。環境・保健
分野に使います。

❸総務費…市の全般的な管理事務経費。
❹農林水産業費…農林水産業の振興など

に使います。
❺公債費…市の借金を返済する経費。
❻土木費…道路・公園・港湾・市営住宅

などの維持や建設に使います。
❼教育費…幼稚園、小・中学校教育、社

会教育やスポーツ振興の教育分野に使
います。

❽消防費…消防・水防・災害対策や救急
活動などに使います。

❾議会費…市議会運営に使います。
❿商工費…商工業の振興や観光事業に使

います。
⓫その他…労働環境の維持改善や災害復

旧に使います。

荒
尾
市
の
取
り
組
み
と

お
金
の
使
い
方
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